
○ハローワークに実習型雇用求人の申込

○ハローワークに求職申込（求職登録）

○キャリア・コンサルティングの実施

○職業紹介（紹介状の余白に「実習型

　雇用」と明記されています。）

○面接の実施

○採用

○実習計画書作成

　（→2週間以内にハローワークへ提出）

実習型雇用

（実習期間：原則6か月

本人との合意で4か月

又は5か月でも可）
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A実習型試行雇用奨励金
B実習型雇用助成金 C正規雇用奨励金
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実習型雇用助成金等のご案内
～実習型雇用により人材を育成し、雇い入れる事業主に～

　ハローワークが紹介する対象者を一定期間（原則として6ヶ月）有期雇用として受け入れ、
その間に実習や座学を通じ育成し、常用雇用として雇い入れる事業主に助成金が支給されます。

＊奨励金や助成金の支給額等、詳しくはこちらでご覧いただけます。

　　　　　　厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/dl/c02-6a.pdf

＊厚生労働省HPより抜粋

①実習型の趣旨を理解した上で、事前にハローワークにおいて実習型雇用として受け

入れるための求人申し込みをしていること

②受け入れる求職者を実習型雇用終了後に正規雇用として雇い入れることを前提として

いること

※支給対象事業主となるための要件が別にあります。

事業の対象となる事業主

実習型雇用のイメージ


